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1. 趣旨・目的

l 第5次岬町総合計画の策定にあたり、住民の意見を取り入れていくためのワークショップを実

施しました。

l まちづくりの趨勢や行政の現状を踏まえつつ、10年後の岬町の将来像（ありたいまちの姿、

暮らしのイメージ等）を共有する場としました。また、既存又は新規のまちづくり活動への住

民の参画及びその意識を醸成する機会としました。

l 会場はまちづくり交流館（岬町多奈川3400-6）で実施し、参加者数は以下の通りです。

2. プログラム概要

l 全3回のプログラムとし、各回とも模造紙と付箋紙を用いたKJ法で実施しました。

l 第2回・第3回はあらかじめ分野ごとに3グループを作成し、参加者の希望するテーマに参

加することとしました。

l 参加者は岬町在住または通学通勤している高校生上の方を町回覧板により公募しました。また、

町の若手職員にも入っていただきました。

日時 テーマ 参加者数

第1回 11月 14日（木）

19:00～21:00
「現在の岬町について考えよう！」 14名

第2回 11月 28日（木）

19:00～21:00
「将来の岬町について考えよう！」 11名

第3回 12月 12日（木）

19:00～21:00
「まちの将来像を検討しよう！」 13名

● 第 1回「現在の岬町について考えよう！」

１．はじめに（10分）

・ あいさつ、オリエンテーション（総合計画とは？町の現状は？）

２．自己紹介（５分）

・ 班ごとに自己紹介を行いました。

３．グループワーク（80分）

STEP_1 35分

現在の岬町について考えよう！①

○ 岬町の好きなところ、誇れるところについて考えました。

STEP_2 35分

現在の岬町について考えよう！②

○ 岬町の残念なところ、どうにかしたいところについて考えました。

STEP_3 10分

グループごとに発表しよう！

○ 各班3分程度で、他の班のメンバ―へ向けて発表しました。

４．諸連絡（5分）

・ アンケート記入など。
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＜2回目ならびに3回目のグループ分け＞

● 第 2回「将来の岬町について考えよう！」

１．オリエンテーション、前回の振り返り（5分）

・ プログラム説明と前回の振り返りを行いました。

２．まちの取組についての紹介（10分）

・ 町職員から、岬町が取り組んでいる取り組みと社会の変化について紹介しました。

３．まちづくりエディターの事例発表（10分）

・ まちづくりエディターの川口さんと佐々木さんから、まちづくり活動について事例発

表をしていただきました。

４．グループワーク（90分）

STEP_1 40分

将来の岬町について考えよう！①

○ それぞれの分野における良い所と悪い所について考えました。

STEP_2 40分

将来の岬町について考えよう！②

○ それぞれの分野について、目指すまちの姿（将来像）について考えました。

STEP_4 10分

グループごとに発表しよう！

○ 各班3分程度で、他の班のメンバ―へ向けて発表しました。

４．諸連絡（5分）

・ アンケート記入など。

グループ 分野の内容

第１グループ [文化・安心] 地域文化、学校教育、生涯学習、子育て支援、医療・福祉など
第2グループ [安全・快

適]
環境、防災、防犯、景観、情報発信、公共交通など

● 第 3回「まちの将来像を検討しよう！」

１．オリエンテーション、前回の振り返り（5分）

・ プログラム説明と前回の振り返りを行いました。

２．グループワーク（110分）

STEP_1 45分

まちの将来像を検討しよう！

○ それぞれの分野に共通する将来像と、各分野の将来像をまとめるものについて考えま

した。

STEP_2 50分

将来の岬町について考えよう！②

○ STEP1を踏まえて、各分野ならびに岬町全体について、将来像を実現するために必

要な取組を考えました。併せて、自分たちでできることや、やりたいことを考えまし

た。

STEP_3 15分

グループごとに発表しよう！

○ 各班5分程度で、他の班のメンバ―へ向けて発表しました。

４．まとめと諸連絡（5分）

・ アンケート記入など。



4

3. 第 1回のまとめ

＜Aグループ＞

第3グループ [活力・協
働]

観光、農業、産業、人権、コミュニティづくりなど

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 自然系、よいとこ
○ 夕日がキレイ 淡輪漁港がポイント

○ 海や川がいっぱいある

○ マリンスポーツが盛んに行われている

○ 子育てする環境がいい

○ 空気がキレイ 自然が豊かでキレイ

○ しいたけおいしい 西畑有名

○ 野菜おいしい

○ 魚が新鮮でおいしい

○ 道の駅 基本新鮮

■ 人の好さ
○ 人間が優しい 暖かい

○ 近所づきあいが良い

○ 知らない人同士でも挨拶ができる

○ ボランティア活動が盛ん

○ お年寄りが大勢いる

■ 施設、イベント
○ 小児科の医院が無い

○ 単身者用のアパートや物件が少ない

○ 本屋さんが一軒も無い

○ 自転車屋が無い（サイクリングロードは
あるのに…）

○ コンビニが無い

○スーパーが少ない 老人が困っている

○ 屋外上映が無くなった

○ 遊ぶ場所が無い

○ 国道沿いに飲食店が無い、潰れる

○ 役場近辺に気楽に行けるカフェが無い

○ 役場内に休憩する所が無い

■ 良くなれば…
○ 駅周辺がガランとしている

○ 多奈川線が利用しにくい

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 住みよさ
○ 治安が良い

○ 犯罪が少ない

■ 場所
○ 公園がたくさんある

○ みさき公園がある

○ プラネタリウム（多奈川小学校）

○ 中学校が良い

○ 海沿いの道が整備されている（サイクリ
ングロード）

○ 浜が整備されている キレイ

■ アクセス
○ 26号線が無料

○ 都会(難波、和歌山)にすぐ行ける

■ 集まるところ
○ 文化祭が盛り上がっている

○ 集会所がよく使われている（教室利用等
で活用されている）

○ コミュニティ喫茶が多い（カフェ）

■ 人が足りない…
○ 若者が少ない

○ 子どもが遊べる場が減っている

○ 公園が減った

○ 盆踊りの活気が無くなってきている
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＜Bグループ＞

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 交通
○ 実は関空が近くて便利

○ 和歌山、和歌山のイオンが近い

○ 都心まで意外と近い（時間、距離）

○ みさき公園駅近くに駐車場がたくさん
ある！

○ 町がコンパクトで駅が近い

○ 通勤電車で座れる

○ 将来新大阪迄乗り換えなしで行けるよ
うになるかもしれない

■ 暮らす人
○ 地域のつながりが強い

○ 高齢者が元気

○ 期待できる若い人が多い

○ お年寄りの移住も多い

■ 町のＰＲ
○ イベントが多い

■ 歴史
○ 古民家がいっぱい

○ 大きな古墳がある

○ 都会には無い懐かしい風景がある

○ 寺社仏閣、古いものがある

■ 交通
○ 電車の本数が少ない

○ 難波まで50分は遠い

○ 南海電鉄の運賃が高い

○ 第2阪和ができて町内を走らない

○ みさき公園駅 何もない

○ 駅周辺が栄えていない

■ 暮らす人
○ 空き家が多い

○ 子どもが本当に少ない

○ 同じ世代の友人は皆出ていった

○ 高齢化が加速している

■ 町のＰＲ
○ イベントの目的が分からない

○ みさっきーのキャラがいまいち（選択し
きれていない）

○ 固定資産税が高い

■ 歴史
○ 田舎の良さを活かせていない

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 自然
○ 静かに暮らせる 自然が豊か

○ 行楽するのに適すると思う

○ 海と山がきれい！ 夕日がきれい

■ 公共施設
○ ビーチバレー会場がある

■ 知名度
○ 月化粧が美味

○ 青木松風庵の工場がある

■ 自然
○地の利を活かせていない

■ 公共施設
○ 団地内の照明が暗い

○ 役場など建物が暗い

○ 図書館が無い

○ 施設が散在している（食事、温泉、物販
…）

○ ピアッツァ5が遠い。

■ 知名度
○ 岬町の知名度が低い

■ 商業施設
○ チェーンの飲食店が少ない

○ 夜飲める場所が少ない

○ 娯楽施設が無い

○ 行楽施設が充実していない

○ 午後の食事処が無い
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＜Cグループ＞

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 海ＬＯＶＥ！
○ 色々なにおいを感じることができる（田
んぼ、海など）

○ 夕日がきれい 夕日百選！ 長松海岸

○ 海も山もあって自然豊か

○ のんびりできる 住みやすい 静か

■ 岬町の闇
○ 星がきれいに見える

■ インスタ映え
○ 愛宕山の景色がいい ツツジがきれい

○ 南海の車窓から見える景色は最高

○ 多奈川線の駅舎がノスタルジック

○ 孝子駅の彼岸花は鉄道ファンが多い

○ インスタ映えスポットが多い

○ 多奈川線は緑で囲まれている

■ 利便性
○ 関空が近い

■ プチ都会はすぐそこ
○ 和歌山市というプチ都会がすぐそば

○ ちょっと車ですぐ都会

■ 集う場所が欲しい
○ 年寄りの施設より若者の集い場を

○ 文化施設が無い（図書館、ホール）

○ 宿泊施設をつくってほしい

○ おしゃれなカフェがほしい

○ 岬らしいカフェがあれば若者が集まる

■ 活力が無い
○ まちに活力が無い

○ 官民のコミュニケ―ション不足

○ 空き家がもったいない…

■ 岬町の闇
○ 夜道は真っ暗で出歩きにくい

■ 利便性△
○ 町を歩く人が少ない

○ 車が無いと生活しにくい もっと歩け
ばいろいろな景色が見えるのに…

○ どこに行くにも車が必要

○ 都会に行くのに時間がかかりすぎる

○ 多奈川線はいつまであるの？というハ
ラハラ感

○ ＪＲが無い

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 岬の知名度問題
○ 岬町民は岬町が好き

○ 思うより広く町名が知られている

○ サイクリストは知っているかも

■ 人と人との近さ
○ ご近所との距離感が近い

○ フレンドリー感は田舎ならでは

■ 自然体験ができ子どもが育ちやすい
○ 「みさき里山クラブ」で自然体験。兵庫
県からも来ている

○ 子どもが育つ環境が良い

○ 健全な遊びができている（公園、虫取り）

■ 歴史スポットもたくさん
○ 深日の道は面白い！

○ 昔ながらの建て者や道は趣がある

○ 地層、興奮、まち歩きスポットが多い

■ 食べ物がおいしい！
○ お米、しらす、魚がおいしい！

■ 岬の知名度問題
○ 「岬町ってどこ？」と必ず言われる

○ 都会の人は岬を和歌山県だと認識され
ていて残念

■ 人と人との近さ
○ 距離感が近すぎる…と思うことも
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＜参加者アンケートのまとめ＞

1.今日のワークショップはいかがでしたか？

11

3
000

よかった

まあまあよかった

あまりよくなかった

よくなかった

その他

2.今日のワークショップで見つけたこと、おもしろかったこと、気になったことがあれば、お書きください。

l 単身者用アパートとか、マンションがないという指摘がありましたが、この問題をクリアすれ

ば若者が増える可能性があるかもしれません。

l 場所が元旅館で畳なので、アットホームな雰囲気でやりやすかった。間接照明が良い雰囲気。

l 班で意見が言い合えたところ。

l 岬町の良いところ、良くないところも含めて自分の知らない岬町の一面を知れました。

l 岬町民だけではなく他府県から来られた方もおられたので色々な意見を聞くことができ、楽し

く時間を過ごせました。

l 良くも悪くも多種多様な意見を聞くことができたことで新たな発見になりました。

l ある人が良いと思っているところが自分にはマイナスポイントであったり、同じ括りの中にピ

ンクと青色の付箋が混在しているのが面白いと思いました。その部分を良い方へも悪い方へも

転化していけるということだと思うので成長へつなげることもできそう。

l 自分が知っている以上のまちの魅力を新たに発見できました。

l 現状を良く知っている。

l まだ、岬町について知らないことだらけなので、こうしたワークショップを通じて、岬町のよ

いところなどを知れたので良かったです。

l 所見の方々と活発に意見交換ができたことがよかった。

l 他の参加者の見方を知ることができると、岬町の新しい発見になりますね。

l みさっきーのキャラが分散、盛りすぎ。

l 車が無いと生活できない町

l 町の利点を活かしきれていない。

l たくさんの意見や共通項があることが分かった。

3.その他、ご意見やご感想、「もっとこうしたい」というご要望があれば、お書きください。

l 岬町にあるもの、お寺、古墳…etc. もっとアピールすればよいのにな、もったいな、と思って

います。

l まとめる時間が欲しい。

l お菓子をもっと増やしてほしい（笑）

l あと2回も楽しくお話しして、岬町をより良い町にしていきたいと思います。

l いろいろな世代を呼んで話せればもっと良い意見交換になるのではないかと思います。

l 初回ですがざっくばらんに話せました。もっと次回は深化させていければと思います。

l 総合計画について説明いただき、改めて計画の重要性を感じました。新たなまちの魅力を発見

できてとても楽しかったです。

l 第4次計画の事実の説明が必要。

l 時間的な制約が無ければもう少し活発にできたかな。

l 行楽視点のまちづくり。
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4. 第 2回のまとめ

＜第 1グループ 文化・安心＞

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ もっと知りたい！！歴史と文化
○ 大きな災害があまりないと思う

■ つながれる地域
○ 岬の歴史館が面白い
○ 盆踊りなど地域の人が大切にしている
行事がある

○ まつりがあって地域がまとまる
○ ぴあっつあなどで行われる文化祭は高
齢の方も色々活動している

○ 自治会にほとんどが入っている
○ カラオケが盛ん お年寄りの憩いの場に
○ 淡輪盆おどり 子どもも踊れる
○ 地域コミュニティが残っている
○ 町内放送が一番身近なメディア
○ 環境美化行動の日がある

■ ちょっと不安な医療
○ 医療・福祉関係者の顔が見えやすい

■ のびのび教育
○ 待機児童が少ない 保育所に入りやすい
○ 淡輪小学校の運動場が広い
○ 電車通学している Cool！
○ 中学校がひとつ 二十歳で同窓会がある
○ 子どもがのびのびしている
○ 岬中学校の学生がすごく挨拶をしてく
れた

○ 児童が少なく、仲良くきめ細かい指導が
できているような？

■ もっと知りたい！！歴史と文化
○ 地域の文化をもっと知りたい
○ つながるきっかけの場が少ない
〇 学びの場がほしい
○ 公民館でどんなことが学べるか分から
ない

○ 文化、伝統など 若い世代に伝わってい
ない

○ 文化の中身を知らない
○ 町の歴史を知らない
○ 歴史としてきちんと残っているものが
ない

■ つながれる地域
○ 人間関係が濃いので・・・
○ 新興住宅地によるよそ者扱い

■ ちょっと不安な医療
○ 医院が少ない
○ 木曜日の午後、病気になるとどうしよう
もない 全部閉まっている

○ がんで死ぬ率が高すぎるような

■ のびのび教育
○ 子どもの遊ぶ場所が少ない
○ 高校から大学までの通学が遠い
○ 習い事のために他市まで送り迎えが大
変

③目指すべきまちの姿

○ 岬ってすごいと岬町民が思える街 ○ お年寄りの声を聞いて残す活動
○ 古くから続く文化を継続していく。 ○ 長く人が住んできた 安心して暮らせるまち
○ 岬町の歴史を体系的に掘り下げ、皆が町の成り立ちを知れるようにしたい！
○ ご年配の方から岬町の良さを多く聞ける機会が欲しい
○ 子どもから高齢者まで多様な世代が交流できるまち
○ 大阪府の南の端っこを売る町
○ 海と山、田んぼが見える町
○ 挨拶やつながりを大切に
○ よそ者を受け入れる寛容さのあるまち
○ 人と人とのつながりがある町
○ 学びが身近にあるまち
○ 待機児童がない、仕事がしやすいまち
○ のびのびかつ丁寧な教育
○ 子どもがのびのび元気に
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＜第 2グループ 安全・快適＞

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 景色
○ 夕日、海がキレイ
○ 閑静
○ 海と街と山の３トリオ

■ 災害
○ 津波の影響が小さいらしい

■ コミュニティ
○ 地域のつながりが強い
○ 人が挨拶してくれる
○ 人がのんびりしている

■ イベント
○ イベントが多い
○ 動物に生で出会える
○ セリがあるらしい

■ 安心安全
○ 都会より安全なイメージがある
○ ちかん以外の犯罪は少なそうなイメー
ジ

■ 道路
○ バイパスが乘りやすい
○ 民地が分かりやすい

■ 公共交通
○ 公共交通が空いている
○ 駅が多い 駅が近い
○ 都会にすぐ行ける
○ 関空が近い

■ 知名度
○ 岬という名がSNSで話題となる

■ 景色
○ 山にポイ捨てが多い

■ 災害
○ 避難所までの道のりが険しい
○ 庁舎に耐震が無い
○ 毎日変化が少ないまち

■ コミュニティ
○ 変化があると町全体がどよめく
○ 悪い所が具体的に言えないところ

■ イベント
○ 関西人はやんちゃな感じ

■ 安心安全
○ ちかんに注意しないといけない
○ 暗い

■ 道路
○ 道がガタガタ

■ 公共交通
○ 便利なのに便利だとは思えないまち
○ 電車の本数が少ない

■ 知名度
○ まだまだ無名なまち
○ 岬町にみさき公園以外のイメージが無
い

○ 情報発信が分からない（なかった）

③目指すべきまちの姿

○ 災害が起きた時に慌てないまち
○ 街灯を増やす
○ 第二阪和国道の複線化！
○ 多奈川線の乗り継ぎがよくなる
○ 町外から観光に来てくれる町
○ インスタ映えを狙う
○ 魅力の景色は変わってはいけない
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＜第 3グループ 活力・協働＞

①好きなところ、誇れるところ ②残念なところ、どうにかしたいところ

■ 観光・自然
○ 行楽向き、風光明媚
○ 自然観光の資源が豊富
○ 海が近く魚が美味しい
○ サイクリングストップがありサイクリ
ストが多い

■ 農業・農地
○ 昔風の農地や風景が残る
○ 田んぼが多く小学生でも農業体験がで
きる

■ 住みやすさ
○ 各地域でサロンという高齢者が集まる
コミュニティがある

○ 車があればどこにでも行ける距離

■ 観光・自然
○ 行楽視点の整備が無い
○ 施設が分散
○ 観光スポットが無い

■ 農業・農地
○ 農地や山林が荒れている

■ まちのＰＲ
○ 広報が弱い

■ 住みにくさ
○ 歩く人が少ない
○ 町内の移動が不便

■ みさき公園周辺
○ 広報が弱い

③目指すべきまちの姿

○ 特産品、土産品の開発
○ 土地、空き家の賃借売買を助ける公社
○ 使用していない土地を使ってスーパーや観光
スポット等をつくる

○ 行楽コースの整備、交通の整備
○ 大阪府の南の拠点
○ みさき公園駅前の再開発
○ マンション、商業施設、ホテルの建設
○ 聖地巡礼できるロケ地化
○ 夕日、海、山、今ある資源を活かす
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＜参加者アンケートのまとめ＞

1.今日のワークショップはいかがでしたか？

53

1 00
よかった

まあまあよかった

あまりよくなかった

よくなかった

その他

2.今日のワークショップで見つけたこと、おもしろかったこと、気になったことがあれば、お書きください。

l 自分が気づいていない岬町の良いところを知れて良かった。

l まだまだ自分自身、岬町について知らないことが多いので勉強になりましたし、もっと岬町の

歴史を学んで話せるようになりたいと思いました。古いところを残しつつ良さを伸ばしてい

き、岬町にしたいと思いました。

l 意見が意見を呼ぶ話し合い。岬町民の多くがもっと岬のことを知りたいんだなと実感できまし

た。深日、多奈川、淡輪、孝子の4地区が今も多少の壁をつくっているという考えがとても面

白いと思いました。

l 岬町の歴史、文化（個人的には特に災害関係）をもっと知っている必要があると考えました。

l 押し寿司の存在は知りませんでした。

l 岬町の良いところと悪いところを前回とは違う面でも知ることができた。

l メンバーをもっと分散させてほしいです。いろいろな方の意見を聞きたい。

l 色々イベントをしているということ。料理教室などを開催していること。

3.その他、ご意見やご感想、「もっとこうしたい」というご要望があれば、お書きください。

l 昼の時間帯に、もう少し長めにこのようなワークショップを実施した方が盛り上がるし、人も

集まるのではないでしょうか？

l 参加者は若い人が多いですが、高齢者や中学生など多世代の意見が反映されるといいですね。

l 参加人数が少ない。もっと増やす必要がある。

l もっと岬町が、人の集まる町になると良いと思います。

l 町外の事例を学ぶ。
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5. 第 3回のまとめ

＜第 1グループ 文化・安心＞

理想とするまちの将来像（黒字）/自分たちができること・したいこと（赤字）

■ よってってみていってツアー
○ 古さと新しさが両方ある
○ ど田舎 歴史・文化のマニアックさ追求
○ 関空と神戸の夜景を楽しむ町
○ 歴史を体感できる町
○ 道の駅発古墳巡りツアーをする
○ レトロ南海電車 多奈川線車両を走ら
せる

○ 漁師さんと船に乗って釣って 漁師め
しツアー

○ レトロ駅舎ツアー＋撮影会
○ インバウンド向けお祭り参加ツアー
○ 地学の先生と行く地層ツアー

■ やっぱ自然 やっぱ歴史
○ 夕日をみんなで楽しむ町
○ 皆が遊びに・旅行に来る
○ 寺社、古墳、地層 マニア向けツアー）
○ 海や山など自然の中で遊べる場所を多
くしたい

○ 海と山に包まれて 自然を感じるまち
○ 自然、歴史を大切にするまち
○ 古墳巡りの散歩道をつくる
○ 歴史道の標識をつくる
○ 人に来てもらうための自然、資源のブラ
ッシュアップ

○ 自然を楽しんでもらうためのインフラ
整備

○ かなり多くの自然を残しながら少しだ
け開発する

○ ブラタモリに来てもらう
○ レトロな新しい建物をつくる（若い人に
人気が出そうな）

○ 綺麗にするところは綺麗にして、一歩入
っていったら古さもあって、リラックス
できる町にする

○ 夕日の撮影会コンクールをする

■ 岬を千年村に！
○ 災害が少なく安心して住める町
○ 「千年村」に立候補する
○ お年寄りが元気であることをアピール

■ 地産地消でＧｏ！
○ 魚介類など食べるもので有名
○ 観光 産業は地産地消を中心に展開
○ 地の魚がおいしい町
○ 魚料理店を増やす 色々な料理の方法
○ 地の魚丼を開発する
○ 押し寿司を紹介したい

■ すみやすい！くらしやすい！
○ 人が動き行政が支えるまち

協働のみさきでやることが大切
○ 親や子以外は？
○ 戸建て住宅が建てやすい町
○ 安心して子育てできる町
○ 子どもがのびのび育つ町
○ SNSでもっと発信
○ のびやかに こまやかに
○ スタートアップ企業（起業）の支援
○ なにはなくとも、SNS
○ 海外からの研修生たちと交流する
○ 町に来てもらうことから始める
○ 岬町に移り住んだ人を紹介する
○ 少人数学級を組成する

■ 地域の絆
○ 小さな町の小さなコミュニティを生か
す

○ 小人数を楽しむ
○ 「まつり」で人がつながる町
○ 多世代がつながっている町
○ 万博で有名になりたい
○ 安心して医療や介護にアクセスできる
町

○ 淡輪盆踊りを覚える
○ 町内会の若返り 仕事帰りに行けるよう
○ 和大生に住んでもらう ホームステイ岬
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＜第 2グループ 安全・快適＞

理想とするまちの将来像（黒字）/自分たちができること・したいこと（赤字）

■ 観光
○ みさっきーとみさきーちょが映える町
○ インターネットで話題になるような町
○ 観光客を増やし賑わいのあるまち
○ 活気があり、ずっと滞在したい町
○ 観光客がいっぱいの町
○ 遊びに行きたくなる町
○ 一度は訪れてみたいと思われる町
○ みさっきーとInstagramなどのSNSに
アップロードしてみる

○ SNS岬町の写真をあげる ＃岬町
○ インスタ映えする写真を SNSにアップ
ロード（岬町の景色など）

○ 岬町の良いところを人に自慢してみる
○ Twitter、Facebook などで拡散
○ イベントを開いてみる

■ にぎわい
○ 店がたくさんあって夜でも賑わってい
る町

○ 町も人も明るい町
○ 住民や働いている人が笑顔になれる町
○ 多くの人が集まる町
○ 岬町のイベントに参加する！
○ 岬町のお店に行ってみる
○ ニコニコしながら働く（？）

■ レジャー
○ 豊かな自然の景色を活かしたサイクリ
ングが盛んなまち

○ 岬町を歩いてみる
○ サイクリングをはじめての人に勧める
○ サイクリングを体験してみる
○ 山登りをしてみる

■ 安全
○ 犯罪率が最下位の町
○ 事故や犯罪の少ない町
○ 積極的な声掛け
○ 見回りや登下校のパトロール

■ 子育て
○ 子どもがのびのびと学べるまち
○ 出生率が高い町
○ 電車で泣いている子の親に笑いがける
○ 合コンを開く
○ 婚活イベントの開催

■ コミュニティ
○ 人と人とのつながりがあるまち
○ 近隣の方と仲の良いまち
○ 住民との会話や挨拶をする
○ 挨拶をする
○ 道にすれ違った人に挨拶をする
○ 岬町の人に話しかけてみる

■ 行きたくなる 住みやすくなるまち
○ 特色、魅力があり、全ての人が住みやす
い街

○ 「岬町で働いている」と言ったら羨まし
がられるような町

○ 岬町に住みたい！と町外の人から思わ
れるまち

○ ずっと住み続けたいと思われる町
○ 町の美化活動
○ 役場の人が適切な助言をくれる
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＜第 3グループ 活力・協働＞

理想とするまちの将来像（黒字）/自分たちができること・したいこと（赤字）

■ みさき公園の跡地を発展させたい！
○ みさき公園駅前再開発 リゾートマン
ションの建設

○ みさき公園にもう一度行けるようにな
る

○ 南海沿線の若者が集まるまち

■ 会社をつくる！？
○ 企業進出を奨励する（若い人が働くとこ
ろがない）

■ 暮らしやすいまちづくり
○ 子育てしやすい町
○ どんな病気になってもすぐ診てもらえ
る規模の病院がほしい

○ 便利なまち（コンビニ、スーパーなどが
もっとほしい）

○ 老人の健康促進を図り、社会福祉費を軽
減する方策を考える

○ 松下村塾のようなものをつくり、若者に
レクチャー、若い人の集い場

■ 美味しい食べ物は人をひきつける！？
○ 美味しいものに人は集まる
○ 岬町は土日のみ営業する喫茶店が多い
○ おいしい食べ物をたべるところがある
まち（シイタケ、魚など）（魚を食べられ
るお店が少なく、地元の人とのコミュニ
ケーションが取れる場所もない）

○ 年配の人に岬町の特産物を聞くべし！

■ 食べ物のある場所に人は集まる
○ 「岬町にいたらこんな美味しいものが食
べられる」とPRできるまち

○ 町外から目的を持って人が集まる「何
か」を考え、作る

○ 良かった場所や食べ物をSNSに流す
○ SNSで広める

■ 自然の楽しみ方
○ 他地域の方に話をしてすぐに解っても
らえる町

○ 年齢層に関係なく楽しめる町
○ お花見を楽しめるまち、桜とか（Ex.ピア
ッツア35）

○ 自然がたくさんある町
○ 遊べる公園がたくさんあり、休憩ができ
る場所があるまち

○ 釣りが楽しめるキレイな海
○ 山登りを楽しめるまち（西畑、孝子）
○ サイクリストが多いが通過してしまう
マウンテンバイクが楽しめる道の整備

○ 自然を活かしたアトラクションが楽し
めるまち

○ 詳しい人と一緒に自然を楽しめるコー
スを考えたり、整備したりする

○ 海に近い空き家岬の空き家を、安く宿泊
できるようにして整備、自然をPR

○ 家の安売り 住みやすいおうち

■ バリアフリーで誰もが過ごしやすい町に！
○ 車いすの人が普通に過ごせる町
○ どんな身体になっても自分らしい生活
ができる町

○ 障がいのある人も気軽に町へ来れる町
（駅が階段だらけ、コミュニティバスも
車いすの人は乗れない）

○ バリアフリーついて考え、ちょっとした
場所にスロープをつけるなど、車いす利
用者目線で町を見てみる

○ 福祉施設と連携して、日中リフト車両を
借りるなどしてバリアフリーを実現
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＜参加者アンケートのまとめ＞

1.今日のワークショップはいかがでしたか？

9

4
000

よかった

まあまあよかった

あまりよくなかった

よくなかった

その他

2.今日のワークショップで見つけたこと、おもしろかったこと、気になったことがあれば、お書きください。

l 1～3班とも、「自然」「食」と思っていることは一緒だと思った。

l 思ったことを深く考えずに書き出せること、知らないことから知っていることまで共有でき

た。

l 町の人との交流ができて、色々な考えを聞くことができた。やはり、良いところとしてあがる

のは「自然」と「暮らしやすい街づくり」になるのではないかと感じた。

l もっと的を絞って議論するべきだと思った。

l 改めて考えると、企業を誘致する等の意見はあまりなかったように思います。

l 経済が右肩上がりにならない時代にふさわしい内容の結果が出ていたと思いました。

l 役場に入ってまだ半年ほどのだめ、まだ岬町について知らないことが多いですが、このワーク

ショップを通じて少し岬町についてしることができのでよかったです。

l 千年の村ははじめて知ったので面白かったです。

l 自分だけでは気づけなかった岬町の魅力に気づけたことが大変面白かったです。財政面等のこ

とは置いておいて、第5次総合計画についてフランクに話し合える場に参加できてとても楽し

かったです。

l 町づくりをするもっと若い世代の人たちが集まってできることを見つけていくべきだと思いま

す。

l 皆勉強しておられて心強かったです。

l 2回のワークショップを発展させてさらにどうしたら良いかを見つけるのはさすがに難しかっ

た。しかし、良いところも悪い所もポンポンと出てくる町はそんなにないと思うので、この活

動を続けていけば岬の活路が見出せるかも？と思った。

l 自分で分からないことを多く知ることができて本当に勉強になりました。岬町を考える良いき

っかけになりました。個人的には歴史の知識がほとんどないので勉強したいと思います。

3.その他、ご意見やご感想、「もっとこうしたい」というご要望があれば、お書きください。

l これからも住み続けていく上で、子育てしやすく、交通の便が良くても、病院などがある…

等、今住んでいる人も、これから越してくる人も住みやすい町になれば良いと思います。

l たくさんの方と考えていけると更に良いかなと思う。

l 参加者数の少なさにがっかりした。

l 小中学生、高校生、大学生、子育て中の人、独身の人と、いろいろな人の声が反映されると良

い。

l 他市の事例を知りたい。

l もっとにぎやかな町にして人口を増やしたい。

l これからも継続してやってください。

l 実際にこうしたいということを各班1つずつやってみたいです。古墳ツアーとか。
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岬町では、令和 3（2021）年度からのまちづくりの指針となる「第５次岬町総合計画」ならび

に、「第2次岬町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を進めています。

この策定を住民の皆様との協働により進めていくに当たり、岬町のこれからのまちづくりや将来

像について話し合う「まちづくりワークショップ」を開催します。住民の皆様と一緒に岬町の良さ

や課題、岬町の将来について意見交換し、それらを踏まえた総合計画にしたいと考えていますので、

ぜひご参加くださいますようよろしくお願いいたします。

◆まちづくりワークショップの流れ◆

◆開催日時◆

主催：岬町 総務部 企画地方創生課

回数 実施日 時間 場所

第１回 令和元年 11月 14日（木） 19:00～21:00 まちづくり交流館

（岬町多奈川谷川 3400-6）

南海電鉄多奈川駅下車 徒歩 2分

第２回 令和元年 11月 28日（木） 19:00～21:00

第 3回 令和元年 12月 12日（木） 19:00～21:00

第 1回 ・まちの概要説明 総合計画とは？

・現在の岬町について考えよう！

第５次総合計画策定に向けた
まちづくりワークショップのご案内

第２回 ・まちづくりエディターの事例発表

・将来の岬町について考えよう！ どのようなまちになっていたい？

第３回 ・まちの将来像を検討しよう！

・理想のまちについて、自分達でできることは？

第 1グループ

[文化]＋[安心]
第 2グループ

[安全]＋[快適]

第 3グループ

[活力]＋[協働]

分野別のグループに分か
れて、岬町のまちづくり
についてお話していただ

きます

気軽におしゃべりするように

岬町の将来を考えよう！

ぜひお申し込み
ください！お待
ちしています！

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwivvqexkMXPAhVEmZQKHZhnAIoQjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2142561572204021101&bvm=bv.134495766%2Cd.dGo&psig=AFQjCNHrerjt5G4yHE2gaaPM0P0DxB3_3Q&ust=1475806763333224
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申込方法

【申込方法】

下記の参加申込書に必要事項を記入の上、郵送、ファクシミリ、電子メール又は持参の方法により

提出してください。

※電子メールによる申込みの場合は、メール本文に下記の参加申込書にならって必要事項を入力し、

送信いただいても構いません。その際は、件名を「ワークショップ申込み」としてください。

【申込期限】 令和元年11月 8日（金）17時まで（必着）

【申込先等】 岬町 総務部 企画地方創生課（役場2階）

〒599-0392 岬町深日 2000番地の 1

TEL：(072)492-2775 FAX：(072)492-5814

E-mail アドレス：kikaku@town.osaka-misaki.lg.jp

FAX送付先 (072)492-5814

※この申込書は、ワークショップに関すること以外には一切使用しません。

ふりがな
生年月日

年 齢

Ｓ・Ｈ 年 月 日

（ 歳）氏 名

住 所

(〒 － )

電話番号
自宅 ( ) －

携帯 ( ) －

職業等

こうした町の企画へ
の参加のご経験は？
（いずれかに○）

1. 参加したことがある

2. 参加したことがないＥ－ｍａｉｌ

希望する

分 野

※希望する分野に○印を付けてください。

※人数調整の関係上、ご希望に沿えない場合がありますが予めご了承ください。

第１希望 1. [文化]＋[安心] 2. [安全]＋[快適] 3. [活力]＋[協働] ４．特になし

第２希望 1. [文化]＋[安心] 2. [安全]＋[快適] 3. [活力]＋[協働] ４．特になし

今回のワークショップへの期待や岬町のまちづくりについてのお考えなどご自由に意見をお書きください。

ワークショップ参加申込書


